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の
願
い
を

北
向
観
音
節
分
会
の
福
ま
す
作
り

香
を
た
き
身
を
清
め
た
、
常
楽
寺
、

半
田
孝
淳
住
職
が
、
ヒ
ノ
キ
や
ス
ギ
の

木
の
香
り
も
新
し
い
「
ま
す
」
に
福
と
寿

の
二
字
を
て
い
ね
い
に
書
き
い
れ
る
「
福

幸
せ
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さ

ん

(

小
林
脳
神

経
外
科
病
院
長
)

ほ

か

に

目

で
見
る
交
通
安
全
、
私

を
守
'
9
7
7
セ
サ
リ
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な
ど
の
醇民
示
会

1 をに
問、未注
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まッに L
4しチ 防
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7すまし
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て よ 安
かう全
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ク事
を故
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、ー

め
て

ま
す
」
づ
く
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
一
月
四
日
の
北
向
観
音
節
分
会
の
当

日
、
境
内
に
集
ま

っ
た
、
大
勢
の
善
男

善
女
に
、
こ
の
「
福
ま
す
」
に
入
れ
ら

れ
た
、
福
豆
な
ど
が
、
年
男
、
年
女
、

に
よ

っ
て
ま
か
れ
、
こ
れ
を
手
に
し
た

人
は
、
今
年
一
年
健
康
で
幸
せ
に
す
ご

せ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ

・
上
田
市
民
会
館

講

師

・

中
央
よ
り
予
定

詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
お
知
ら
せ
し

も主

4
7
。

市民の動き(1月1日現在)

出生以下は 12月中の数字です

106，638 (+ 176) 
51，766 (+ 72) 
54，872 (+ 104) 
30，673 (+ 46) 

126 (+ 7) 
68 (+ 24) 
77 (-45) 
9 (+ 3) 

( )内は、 前月比
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女
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死亡

婚姻

離婚

主な内容
ジフ テ リア第三期予防接種を中止…ー・……………… 2面

量目不足37.4%. 年末年始商品立入 検査…………… Z面

産直再開 2月14日から…ー・…………………………… 2面
定期監査結果の公表…ー・……………………………… 3面

申告は正しく早自に市県民税申告 3月15日まで……4面
年末年始に200万円が灰に……・…・・…・……........… 4面

一時恩給など支給範囲広まる……ー・………………… 5面

人権を尊重し部落差別をなくす市民集会に参加しよ う5面

成人式を見なおそう………………………………・・・… 6面
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ジ
フ
テ
リ
ア
第
三
期

予
防
接
種
を
中
止

な
お
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
予
防

接
種
第
一
期
(
生
後
二
年
六
か
月
後
)

第
二
期
(
第
一
期
完
了
後
十
二
か
月
以

上
経
過
し
た
者
)
、
第
四
期
(
小
学
校

六
年
生
)
は
今
ま
で
ど
お
り
接
種
し
ま

す。

四
十
四
年
四
月
二
日
か
ら
四
十
五
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
、
五
十
一

年
度
小
学
校
入
学
予
定
児
に
対
し
て
、

ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
第
三
期
予
防
接

種
の
日
程
を
、
一
月
一
日
発
行
の
広
報

う
え
だ
第
七
百
十
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
一
月
十
九
日
、
上
田
保
健
所

か
ら
小
学
校
入
学
予
定
児
に
対
す
る
、

第
三
期
ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
接
種
を
中
止

す
る
よ
う
指
示
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

中
止
し
ま
し
た
。

量
目
不
足
三
七
四
%

年
末
年
始
商
品
立
入
検
査

• 

市
で
は
、
昨
年
十
二
月
年
末
年
始
用

食
料
品
の
量
目
実
態
が
ど
う
な
っ
て
い

る
か
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
を

対
象
に
立
入
検
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
検
査
品
目
の
三
七
・
四

パ
ー
セ
ン
ト
の
商
品
が
量
目
不
足
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
の
検
査
は
、
ス
ー
パ
ー
を
中
心
に

市
内
十
三
の
商
庖
を
対
象
と
し
、
そ
の

庖
で
計
量
し
、
パ

ッ
ク
詰
め
し
て
い
る

t: え報

…
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用
し
や
す
く
す
る
た
め
、
新
聞
記
事
な
ど
の
資
料
集
め
に
も
役
立
つ
と
思
一

経

索

引

を

作

成

し

ま

し

た

。

わ
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有

十

九

の

体

系

別

に

カ

l
ド
化
し
、
カ
の
記
事
の
比
較
な
ど
で
き
幅
広
い
利
一

一

聞

河

建

寸

l
ド

こ

、

体

系

主

題

、

記

事

の

見

出

用

が

可

能

で

す

。
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目

、
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l
ジ
な
ど
が
記
入
さ
れ
、
調
日
刊
紙
八
紙
を
図
書
館
職
員
二
人
が
↑

一

系

ト

E

山

山
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ェ
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別
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れ

ば
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一

目

で

目
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の
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載
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の

で
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在

で
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四
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場
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こ
の
特
色
は
、
新
聞
だ
け
の
記
事
図
書
館
で
は
、
将
来
、
定
期
的
に
一

で
、
本
な
ど
の
資
料
に
な
い
も
の
が
新
聞
記
事
索
引
を
ま
と
め
て
、
パ
ン
一

一
市
立
図
書
館
で
は
、
新
聞
の
利
用
調
べ
ら
れ
、
一
般
市
民
に
も
生
き
た
フ
レ
ッ
ト
を
作
り
一
層
利
用
し
や
す
一

一

者

が

増

え

て

き

た

た

め

、

上

田

市

に

資

料

と

し

て

簡

単

に

利

用

で

き

ま

す

。

く

し

て

行

く

考

え

で

す

。

…

f

関
係
あ
る
新
聞
記
事
を
体
系
別
に
利
ま
た
、
小
、

中
学
生
の
冬
、
夏
休
み

つ一第 3種郵便物認可

いて、要綱

のつえ適切

院、助産施

のないもの

を期き

「済分につい

化して納入

については

今後こ の種

れたい。

お おむね適

決裁を受け

もの等も見

「るが、 特に

在を承知し

確な表示と

を期さ れた

火災報知

れ らの対策

、燃料費と

商
品
を
中
心
に
三
百
五
十
三
個
を
抜
き

取
り
、
量
目
が
表
示
ど
お
り
で
あ
る
か

を
調
査
し
ま
し
た
。

左
図
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
全
検

査
商
品
の
う
ち
、
表
示
ど
お
り
正
し
く

計
量
さ
れ
て
い
た
商
品
は
、
五
二
・
七

パ
ー
セ
ン
ト
と
予
想
し
た
よ
り
少
な
く

量
目
超
過
の
商
品
が
九
・
九
パ
ー
セ
ン

ト
、
量
目
不
足
の
商
品
が
三
七
・
四
パ

ー
セ
ン
ト
と
、
予
想
外
に
悪
い
結
果
が

出
ま
し
た
。

量
目
不
足
の
原
因
は
、
風
袋
(
ふ
う

た
い
)
ご
と
計
量
し
て
い
た
商
品
が
圧

倒
的
に
多
く
、
大
部
分
の
商
庖
に
見
ら

れ
ま
し
た
。

最
近
多
く
使
わ
れ
て
い
る
、
ポ
リ
容

器
の
風
袋
は
、
六

i
十
グ
ラ
ム
位
あ
り

単
価
の
高
い
商
品
の
場
合
、
か
な
り
の

金
額
と
な
り
ま
す
。

市
で
も
量
目
の
正
確
さ
を
函
る
よ
う
、

商品量目実態調査結果図
(総検査数353個)

あたっ ては

各
商
底
に
注
意
、
指
導
を
行

っ
て
い

ま

す
が
、
各
商
庖
も
商
品
の
計
量
に
は
風

袋
を
除
い
た
、
正
し
い
量
目
で
取
り
引

き
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
消
費
者

の
皆
さ
ん
も
、
た
ま
に
は
自
分
で
調
べ

て
み
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ

、っ・力。
産
直
再
開

2
月
刊
日
「
タ
ラ
」
の
予
定

産
地
直
送
事
業
委
員
会
で
は
、
今
月

か
ら
鮮
魚
の
取
り
扱
い
を
再
開
し
、
毎

月
十
五
日
に
昨
年
と
同
じ
く
、
全
市
一

斉
に
鮮
魚
取
り
扱
い
業
者
の
協
力
を
え

て
販
売
し
ま
す
。

今
月
は
十
四
日
に
「
タ
ラ
」
を
取
り
扱

う
予
定
で
す
が
、
漁
獲
量
、
仕
入
れ
価
格

な
ど
に
よ
っ
て
変
動
が
あ
り
ま
す
の
で
、

く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
広
報
車

や
有
線
放
送
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

2
月
の
青
果
特
売
日
は

白
菜
・
に
ん
じ
ん
も
販
売

「
広
報
う
え
だ
」
十
二
月
一
日
発
行
第

七
百
八
号
で
、
一
月
、
二
月
の
青
果
特

売
日
(
毎
週
土
曜
日
)
に
、
キ
ャ
ベ
ツ

を
取
り
扱
う
と
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
キ
ャ
ベ
ツ
は
、
現
在
、
全
国
的
に

品
簿
す
の
た
め
、
か
な
り
高
値
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
二
月
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
の

ほ
か
に
、
白
菜
、
に
ん
じ
ん
な
ど
も
特
売

品
目
と
し
て
、
上
回
青
果
商
組
合
で
取

り
級
っ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
の
で
ご

制
刊
同
哨

f
、
付
~
々
ぜ
い
。

たれわ扱擁
r
1
1
1
1
1
1
H



e

者
が
増
え
て
き
た
た
め
、
上
田
市
に

，
関
係
あ
る
新
聞
記
事
を
体
系
別
に
利

: 分注意されたい。! 2 同一産恥ーの支給… 要綱
に適合しないものがあったが、内容再審査のうえ適切

な措置を講じられたい。

} また、当支給申請書に添えて提出すべき病院、助産施

設等の分ぺんに要した経費を証明する書類のな いもの

もあるので、適切な指導とあわせて審査の適正を期さ

れたい。

定Z22Z4Zlf:2EZ?:72二fZ?:こ行つた(3KEj官話諸説??2222?22f合員二
@監査の内容 ; の促進を図られたい。

昭和49年度における予算の執行、事務の処理状況、物i老人福祉センター

品の管理等の実施状況。 ~ 楽焼窯用燃料のプロパンガスの支出科目は、燃料費と

することが適当と解するので検討されたい。

母子寮

入寮者慰安め際の専用室料の私金立替払いについては

緊急やむを得ないものとは解きれないので、今後こ の種

保健予防課 jのものについては資金前渡によるよう改められた い内

1. 霊園使用料の重納および還付については、収入年度f塩田解放会館・川西社会福祉センター 》

における徴収台帳によってその経過を記録し、整理さ ! 使用料の早期納入を図られたい。
れたい。

2. 母子栄養強化事業による、ミルク支給台帳の記帳に

意を用い整備に努められたい。

国保年金課

1. 医療費に対する特別給付金など福祉施策は各般にわ p.小、中学校における予算の執行事務は、おおむね適

たっているが、これらの制度の適用にあたっては、審 ; 切と認められたが、支出負担行為に所定の決裁を受け

査の慎重を期し誤認のないよう特に配意されたい。 ~ てないもの、支出科目が適当と思われないもの等も見

.保険税の算定にあたっては、被保険者台帳の的確な j受けられたので研究のうえ指導されたい。

異動処理、課税客体の完全補そくに十分意を用い厳正 S2. 各校の消火器は、おおむね整備されている が、特に

を期されたい。 s日常火気を使用する給食室等の消火器の所在を承知し

3. 被保険者が資格喪失後受けた医療給付の返納未済分jていない向きも一部にうかがえたので、明確な表示と

については、催告等を強化して早期回収を図られたい 〈 あわせて器具の取扱いについても周知徹底を期 された

い。また、学校の無人化に対処して屋外への火災報知

態勢を整える必要があると思われるが、これら の対策

についても検討して配慮されたい。

r 同和教育課
福祉課、社会課 } 

> 1 .同和地区学生生徒奨学金の支給の決定にあた っては
1. 補助金の交付対象事業について、事業の実績報告書j要綱に基づいて的確に扱われたい。

の提出を条件としたものについては、報告を求めて補~ 2 備品台帳は 現物と照合して正しく整理された い。
助事業の成果、補助条件適合の可否等について確認調j体育施設管理事務所
査を励行されたい。 ?j 使用料の早期納入を図られわい。また、備品台帳は現

2. 児童医療資金貸付金の償還金整理台帳は、処理経過; 物と間合して正しく整理き九たい。
等を明確にして整理されたい。~.社会教育課

保育課および保育園 1 
2 1 .委託事業で実施した条里遺構分布調査は、年間予算

1 .支出負担行為等の決裁区分に誤りないよう意を用い; に基づいて一括契約ドよる、とが適切かつ合理的と 思

られたい。また、保育園の水道料金支払いのうち年度jわれるので、契約方年』こっ二て検討きれたい。

区分の錯誤とみられるものがあったので、今後は注意~ 2. 冊子売さばきについて、受払簿の正確を期された い。
して的確に扱われたい。~;山本記念館

2. 保育料の徴収にあたっては、調定に基ついて正確を; 冊子売さばきについて受払簿の正確を期きれたい。

期されたい。 また減免の適用その他で調定額を変更す; まわ 入場券は番号附発行するよう改められたい。
る場合は、事由を付して経過を明確にされたい。なおj博物語、 」

納付書、領収書の首標金額の訂正は適切でないので今~ ï~ .観覧料の日計表等および各種冊子の受払簿の記帳整
後は注意されたい。 si 理は、正確を期されたい。

3. 給食室等の消火器の所在が直ちに判明し難い状態の ~ 2. 事故等の未然防止ドついて、その強化を図るための

箇所も見受けられたが、明確な表示と、あわせて器具; 適切な施策について会討して配慮、されたい。
の取扱いについても周知徹底を図り万全を期されたい}公民館

また、表示は外部のものに対しても必要な対策と思わ:1.使用料の早期納入を図られれい。また、結婚記念アfるので、状況を点検のうえ適切な措置を検討された; ルパムの受払いは、正確に記帳処理されたい。

~ 2. 補助金交付団体から報告される決算書の補助金の受
同和対策課 〉

j 入れに明確を欠くものがあったが、実績審査にあたっ
1. 予算の執行にあたり、私金立替払いは、緊急やむをiて注意されたいの

得ないもの等について支出の特例として認められるべj城南公民館 w 

きものであるが、対象の中に通常の支払手続きによる j婦人学級の受講料は、人貝を確認して正確に扱われた
べきものと思われるものも 見受けられたので今後は十iぃ

資
料
と
し
て
簡
単
に
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
小
、
中
学
生
の
冬
、
夏
休
み

ほ
か
に
、
白
菜
、
に
ん
じ
ん
な
ど
も
特
売

品
目
と
し
て
、
上
回
青
果
商
組
合
で
取

り
扱
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
ご

利用咽
(
だ
き
h

。

次
正

増小林
竹内

部

第 3種郵便物認可t: えつ広報

定期監査の結果公表

ーー(3)

上田市監査委員

同

生民

教育委員会

福祉事務所
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お
銅
欄
匂
り
せ

i 可 Eヨーe、品品園、， 、-r~ ~-

市県民税の申告

3月 15日まで

市
民
税
課
で
受
付
け
ま
す
。

「
正
し
い
申
告
と
納
税
」
の
た
め
に
期

限
内
に
必
ず
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

期
限
近
く
な
り
ま
す
と
、
窓
口
が
大

変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
申
告
は
早
目
に

す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
告
は
、
各
世
帯
に
配
布
し
ま
し
た

申
告
用
紙
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
」
の
事
項

に
該
当
す
る
人
は
、
必
ず
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

申
告
書
は
、
一
世
帯
一
部
あ
て
配
布

い
た
し
ま
す
の
で
、
同
一
世
帯
に
納
税

義
務
者
が
二
人
以
上
い
る
場
合
は
、
市

役
所
市
民
税
課
、
ま
た
は
、
塩
田
、
川

西
、
豊
殿
の
各
支
所
へ
請
求
し
て
く
だ

市
、
県
民
税
の
申
告
を
二
月
十
六
日

聞
か
ら
三
月
十
五
日
開
ま
で
、
市
役
所

物認可ー

時
恩
給
な
ど

r'
、

l
kふ

3
V
H
H
Ul回
目
凶

丸山獄紘一川本一拾い均一バ懇談一川口…一一一一治一知一一企誌の決一ル…一

vy--

さ

い

。

期

限

内

に

申

告

を

す

ま

せ

て

く

だ

さ

い

。

認

め

ら

れ

ま

す

。

申
告
を
し
ま
せ
ん
と
、
課
税
の
さ
い
本
年
新
規
に
申
告
さ
れ
る
人
は
、
申
4
商
売
が
計
画
ど
お
り
行
か
な
く
な

不
利
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
告
用
紙
を
税
務
署
か
市
役
所
市
民
税
課
り
そ
の
年
の
所
得
が
赤
字
に
な
っ
た

十

分

注

意

し

て

く

だ

さ

い

。

で

受

け

取

っ

て

く

だ

さ

い

。

場

合

は

、

翌

年

以

降

三

年

間

の

利

益

か

農
業
所
得
や
農
業
と
給
与
所
得
の
あ
ら
順
次
繰
越
控
除
が
で
き
ま
す
。
そ

る
人
は
、
市
役
所
市
民
税
謀
、
ま
た
は
の
他
、
四
十
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

出
張
受
付
会
場
で
も
、
申
告
相
談
を
し

く
わ
し
く
は
、
税
務
署
へ
お
問
合
せ

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
く
だ
さ
い
。
(
宮
@
一
二
三
四
)

遠
く
の
方
は

出
張
受
付
会
場
で

申
告
さ
れ
る
方
の
利
便
を
考
え
て
、

左
上
表
の
日
程
に
よ
り
、
出
張
受
付
を

い
た
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
会
場
へ

お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

〈
お
閉
会
せ
〉

総
務
部
市
民
税
課
市
民
税
係
(
宮
@

四
一

O
O
内
線
二
=
二
・
二
三
二
有
線

②
O
六
一
一

)

所
得
税
の
申
告
も
早
目
に

国

税

務

署

へ

所
得
税
の
確
定
申
告
用
紙
な
ど
を
二

月
中
旬
ご
ろ
ま
で
に
、
税
務
著
か
ら
納

税
者
の
皆
き
ん
に
直
送
し
ま
す
の
で
、

一
一
月
十
六
日
聞
か
ら
三
月
十
五
日
仰
の

青
色
申
告
は
お
得
で
す

3
月
日
日
ま
で
に
税
務
署
へ

青
色
申
告
の
申
請
書
は
、
三
月
十
五

日
開
ま
で
に
税
務
署
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
青
色
申
告
を
す
る
と
次
の
よ
う

な
特
典
が
あ
り
ま
す
。

ー
、
家
族
従
業
員
(
奥
さ
ん
や
息
子
さ

ん
)
に
、
支
払
う
給
与
の
全
額
を
事
業

の
必
要
経
費
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

2
、
個
人
事
業
を
法
人
(
会
社
)
と
み

な
し
、
会
社
の
社
長
同
様
に
庖
か
ら
報

酬
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

3
、
一
率
十
万
円
の
青
色
申
告
控
除
が

年
末
年
始
に
二
百
万
円
が
灰
に

火
気
取
り
扱
い
は
細
心
の
注
意
を

年
末
年
始
の
十
二
月
二
十
五
日
か
ら

一
月
七
日
ま
で
に
、
六
件
の
火
災
が
発

生
し
、
約
二
百
万
円
の
財
産
が
灰
に
な

っ
て
い
ま
す
。

-
R
月
は
、
曜
一一
層
器
具
植
民

よ
り
、
下
士
官
以
上
の
条
件
が
除
か
れ

連
続
勤
務
三
年
以
上
七
年
未
満
の
人
に

支
給
さ
れ
ま
す
。
本
人
が
死
亡
し
て
い

用
の
毎
日
が
続
き
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し

た
不
注
意
に
よ
り
、
と
り
か
、
え
し
の
つ

か
な
い
事
故
に
な
ら
な
い
よ
う
火
気
の

取
り
扱
い
に
は
、
細
心
の
注
意
を
は
ら

こ
れ
ま
で
準
訓
導
と
、
昭
和
三
十
二

年
十
二
月
三
十
一
日
以
前
の
特
定
郵
便

局
長
等
の
準
公
務
員
が
公
務
員
(
箪
人
)

民水定

健康保険 担道負金 資産税 日の日

九 四 四 納
期期期税
介分分

---~邑_.・‘- ------~圃』

マ
た
ぱ
ニ
は
市
内
で

買
い
ま
し
ょ
う

マ
た
ぱ
ニ
の
消
費
税

一
年
間
で
二
億
二
千
万
円
が

市
の
収
入
に
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つ生
tてし

申ま 約
，す二

。百

万
1 円
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買オ
産
カぜ

灰

な

か
な
い
事
故
に
な
ら
な
い
よ
う
火
気
め

取
り
扱
い
に
は
、
細
心
の
注
意
を
は
ら

第 3種郵便物認可ー

よ
り
、
下
士
官
以
上
の
条
件
が
除
か
れ
こ
れ
ま
で
準
訓
導
と
、
昭
和
三
十
二

連
続
勤
務
三
年
以
上
七
年
未
満
の
人
に
年
十
二
月
三
十
一
日
以
前
の
特
定
郵
便

支
給
さ
れ
ま
す
。
本
人
が
死
亡
し
て
い
局
長
等
の
準
公
務
員
が
公
務
員
(
軍
人
)

る
と
き
は
、
遺
族
の
方
に
一
時
扶
助
料
と
な
っ
た
場
合
に
お
け
る
恩
給
の
通
算

が
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
人
が
、
引
き
続
き
公
務
員
に
な
っ
た
と
い

は

手

続

き

し

て

く

だ

さ

い

。

う

要

件

に

緩

和

さ

れ

ま

し

た

の

で

該

当

恩
給
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
手
続
き
れ
ま
す
よ
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
〈
旧
軍
人
の
加
算
年
の
年
額
計
算
へ
の
す
る
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

資

格

が

得

ら

せ

ん

)

そ

の

他

、

扶

養

加

給

の

増

額

、

算

入

要

件

の

緩

和

〉

〈

手

続

き

先

、

お

問

合

せ

〉

れ
ふ
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
に
該
六
十
五
歳
未
満
の
傷
病
者
の
併
給
普
通
旧
軍
人
等
の
加
算
年
を
普
通
恩
給
年
福
祉
事
務
所
社
会
課
社
会
係
(
宮
@

当
す
る
人
は
、
早
目
に
手
続
き
を
し
て
恩
給
に
対
す
る
最
低
保
障
の
適
用
、
八
額
計
算
の
基
礎
在
職
年
に
算
入
す
る
年
四
一

O
O
内
線
三
七
八
有
線
②

O
八

O

く

だ

さ

い

。

十

歳

以

上

の

高

齢

者

の

恩

給

算

出

例

の

齢

要

件

が

、

七

十

歳

以

上

で

あ

っ

た

も

こ

〈

各

種

恩

給

の

増

額

〉

特

例

な

ど

が

改

正

さ

れ

ま

し

た

。

の

が

六

十

五

歳

以

上

に

緩

和

さ

れ

ま

し

海

外

務

徐

被

談

会

fJ
山
υ

普

通

恩

給

扶

助

料

、

増

加

恩

給

、

〈

一

時

恩

給

の

支

給

条

件

の

緩

和

〉

た

。

し

た

が

っ

て

、

六

十

五

歳

以

上

の

日

必

ぶ

は

滋

紙

一

銭

部

一

放

火

傷
病
賜
金
、
特
例
傷
病
恩
給
な
ど
各
種
箪
人
在
職
年
数
が
連
続
三
年
以
上
七
恩
給
支
給
者
は
、
手
続
き
が
必
要
で
す

恩
給
が
、
五
十
年
八
月
か
ら
二
九
・
三
年
未
満
で
、
下
士
官
以
上
の
在
職
年
数
の
で
印
鑑
、
恩
給
証
書
を
持
参
し
て
手
海
外
知
識
の
普
及
と
移
住
希
望
の
相

%

、

五

十

一

年

一

月

か

ら

三

八

-

一

%

が

六

か

月

以

上

あ

る

人

に

、

一

時

恩

給

続

き

を

し

て

く

だ

さ

い

。

談

に

応

じ

る

た

め

、

海

外

移

住

相

談

会

引
き
上
げ
ら
れ
、
新
し
い
証
書
が
交
付
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
改
正
に
〈
準
公
務
員
期
間
の
通
算
要
件
の
緩
和
〉
を
次
に
よ
り
聞
き
ま
す
の
で
、
希
望
者

時
恩
給
な
ど

支
給
範
囲
広
ま
る

対
象
者
は
早
目
に
手
続
き
を

t: えつ広 報

“人権を尊重し部落差別をなくす"

市民集会に参加しよう
く2月7日(土)上田市民会館〉

わたしたちの身のまわりには、たくさんの

差別問題があります。このなかで、「部落差別」

は、最っとも大きな問題です。 r差別とは何

だろう、人権とは何か」もう一度、みんなで

考えなおすべき時です。

この問題について、次により市民集会を行

いますので、誘いあって、気軽に参加しまし

ょ7。
人権を尊重し、部落差別をなくす市民集会

と き・ 2月 7日仕)午後 1時30分~

ところ・上田市民会館ホール

内 容・講演「国民的課題としての同和問題」

講師、山本登さん(大阪市立大学教

授同和対策協議会専門委員)

.同和問題について体験発表

(主催)上田市・上田市教育委員会・上田市部

落解放審議会・部落解放同盟上田市協

議会・上田市同和対策事業推進委員会

市営住宅の入居者募集
学海団地(塩田地区)

市営住宅(学海団地)の入居者募集を次に

より行いますので希望者は期日までにお申し

込みください。

〈対象地、住宅〉学海団地、市営住宅30戸

〈申し込み資格〉市内に居住しているか勤

務先のある人て¥住宅に困っている人。

同居または同居しようとする親族がある

人。平均月収 6万5000円以下の人。

〈申し込み期日>2月16日開)から21日出まで

く抽せん日・場所> 2月27日幽午前 9時、市

役所 6階会議室

く お 問合せ〉建設部管理課住宅係(宮

@4100内線345有線②0731)

住居表示対照案内図を
実費で領布

第 2次住居表示実施地区 (46年 8月 1日施

行の中央地区)の対照案内図を印刷しました

ので、希望者に実費でお分けします。民生部

市民課へお申し込みください。

1部400円です。部数に制限がありますので

お早目にどうぞ。

くお問合せ〉民生部市民課(告@4100内線275)

ー (5)

は
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
無
料
で
す
。

と
き
・
二
月
十
三
日
掛
午
後
六
時
か

ら
九
時
ま
で

と
こ
ろ
・
長
野
市
長
野
県
勤
労
者
福
祉

セ
ン
タ
ー

内
容
・
カ
ナ
ダ
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
紹
介

映
画
と
相
談
会

悦
畿
教
祖
栂
奪
パ
敬
一
yu
一三ぺ泌総山

一一一心一焼…錨柳川漁栄一一氏一一常務感覚.叫し
Y

m
m
m
m
m
・-hK一級以
J
l
円八一一流一鴬単市川

山
岸
悦
子
き
ん
(
下
塩
尻
)

岩
田
し
ず
さ
ん
(
大
屋
)

同六
等

(最終回)

孟戸?L ① ① ② ② ③ 

18リッ トル売り 620円 620円 630円 630円 630円

(18リッ トルかん) (612) (612) (612) (620) ( 630) 

200リッ トル売り 6，800円 6，800円 6，800円 6，800円 7，000円

(ドラムかん) (6，800) (6，800) (6，800) (6，800) (6，800) 

2月29日までの家庭用灯油安値販売庖価格表

@l.かん代 、配達料は含まれていません。
2. ( )内は2月5日までの価格です。
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くおめでとう 20歳〉

成人式を

見なおそ う

公民館が呼びかけ

成
人
の
日
ご
月
十
五
日
)
市
民
会

館
で
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
参
加
し
た
人
は
約
九
百
人
で
、

女
性
は
九
割
以
上
が
振
り
そ
で
姿
、
会

場
は
花
が
咲
い
た
よ
う
に
華
や
い
だ
ふ

ん
い
気
に
つ
つ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

年
々
、
女
性
の
服
装
が
は
で
に
な
る

一 第 3種郵便物認可

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
と
一
般
的

に
は
、
お
七
夜
に
命
名
し
、
生
れ
て

か
ら
十
四
日
以
内
之
、
市
役
所
に
冨

傾
向
に
、
市
民
会
館
は
、
来
年
成
人
式

を
迎
、
え
る
青
年
代
表
と
親
と
話
し
合
い

を
も
ち
、
簡
素
化
を
図
る
と
と
も
に
、
形

式
ば

っ
た
式
で
な
く
、
成
人
す
る
倒
人

個
人
が
「
成
人
の
日
の
意
義
」
を
自
覚

し
な
が
ら
、
自
主
的
に
祝
う
方
向
で
話

し
合

っ
て
行
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

A位ム

~ 

々

の

行

進

出

初

式

一
月
十
八
日
恒
例
の
出
初
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

市
内
十
八
個
分
団
が
、
市
立
第
一
中

学
校
に
集
結
、
九
時
四
十
分
「
ま
と
い
」

』
V

観
閲
す
る
石
井
市
長
(中
央
台
上
)

組
を
先
頭
に
市
中
行
進
を
開
始
、
大
門

町
、
海
野
町
、
大
手
町
を
通
り
市
民
会

館
ま
で
堂
々
の
行
進
を
行
い

、
市
役
所

前
で
石
井
市
長
の
観
聞
を
う
け
ま
し
た

d

司
ど
ん
ど
焼
を
楽
し
む
豆
剣
士

今
年
一
年
健
康
に

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

ど
ん
ど
焼
き

寒
げ
い
こ
の
終
っ
た
一
月
十
五
日
、

上
田
剣
道
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
が
市
民
体

育
館
南
側
の
広
場
で
、
み
ん
な
が
持
ち

ょ
っ
た
、
福
ダ
ル
マ
や
し
め
飾
り
で
「
ど

ん
ど
焼
き
」
を
行
い
ま
し
た
。

剣
道
着
姿
に
は
だ
し
で
、
ど
ん
ど
焼

き
の
火
を
囲
み
、
く
ば
ら
れ
た
み
か
ん

を
ほ
う
は
り
寸
が
ら
、
今
年
一
年
の
健

康
を
祈
リ
ま
し
た
。

必
要
で
す
o

t

き
て
、
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
で
す
が

お

ま

あ
ま
り
む
づ
か
し
い
名
前
や
お
か

し
な
名
前
に
す
る
と
、
子
供
さ
ん
が

き

く

さ

差別とはどんなこと

今でもあるのですか

E園墨冨盟

自
由
で
、
健
康
で
、
豊
か
に
暮
ら

し
、
し
あ
わ
せ
に
生
き
た
い
と
い
う

願
い
は
、
人
間
だ
れ
も
が
持

っ
て
い

ま
す
。
人
聞
が
人
間
ら
し
く
生
き
る

た
め
に
は
、
こ
の
願
い
を
、
人
間
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
自
由
や
権
利

と
し
て
、
す
べ
て
の
人
々
に
保
障
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
自
由
や
権
利
は
、
人

間
と
し
て
生
ま
れ
た
時
か
ら
持
っ
て

る
も
の
で
、
は
か
か
ら
与
、
手
わ
れ
た

り
、
誰
か
に
よ
っ
て
侵
さ
れ
た
り
す

る
こ
と
が
な
く
、
ま
た
、
ど
ん
な
時

代
が
こ
よ
う
と
も
変
ら
な
い
永
久
の

権
利
な
の
で
す
。

わ
が
国
で
も
、
国
民
の
一
人
一
人

が
人
間
ら
し
く
生
活
す
る
た
め
に
、

当
然
持
つ
べ
き
自
由
や
権
利
を
か
基

本
的
人
権
。
と
し
て
憲
法
が
保
障
し

て
い
る
の
で
す
。

す
な
わ
ち
、
第
十
一
条
で
は
、
基

本
的
人
権
が
永
久
に
侵
さ
れ
な
い
権

利
で
あ
り
、
人
類
す
べ
て
に
共
通
す

る
原
理
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
、
第

校
に
入
学
の
と
き
女
子
の
組
に
入
れ

ら
れ
た
り
、
市
電
の
車
掌
さ
ん
に
「姉

き
ん
の
券
を
使
っ
て
は
い
か
ん

①
 

十
四
条
で
は
、
基
本
的
人
権
が
す
べ

て
の
人
々
に
平
等
に
認
め
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
社
会
の
動
き
を
よ
く
気
を

つ
け
て
み
ま
す
と
、
人
間
と
し
て
の

自
由
や
権
利
が
奪
わ
れ
、
生
命
す
ら

お
び
や
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
数
多

く
み
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
に

お
い
て
も
、
平
等
に
保
障
さ
れ
て
い

る
は
ず
の
砂
幸
福
に
暮
ら
せ
る
権
利
。

が
ふ
み
に
じ
ら
れ
、
性
別
、
学
歴
、

貧
富
、
職
業
、
家
柄
、
社
会
的
地
位

民
族
な
ど
の
違
い
に
よ
り
、
基
本
的

人
権
が
侵
さ
れ
て
い
る
事
実
は
、
無

数
に
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

就
職
し
よ
う
と
し
て
も
、
本
人
の

能
カ
と
は
別
に
、
家
庭
の
状
態
な
ど

が
決
定
の
条
件
に
な
っ
た
り
、
愛
し

合
っ
て
い
る
二
人
の
結
婚
が
経
済
状

態
や
父
母
の
職
業
な
ど
に
よ
っ
て
破

棄
さ
れ
る
な
ど
、
こ
こ
で
は
個
人
の

尊
厳
や
自
由
、
平
等
の
考
、え
が
全
く

無
視
さ
れ
る

こ
と
で
、
生
き
る
条
件

が
狭
め
ら
れ
、
縮
め
ら
れ
て
い
る
事

実
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し

ト
み
よ
J
'

。
こ
の
こ
と
が
「
差
別
」
な
の
で
す
。

私
た
ち
が
日
常
、
何
気
な
く
見
過

ご
し
て
い
る
暮
し
の
中
に
も
、
こ
の

よ
う
な
差
別
が
数
限
り
な
く
存
在
し

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

す
が
当
用
、
人
名
漢
字
に
な
い
の
て

使
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

鮎
、
梓
、
杏
、
沙
、
渚
、
瞳
、
笑
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赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
と
一
般
的

に
は
、
お
七
夜
に
命
名
し
、
生
れ
て

か
ら
十
四
日
以
内
に
、
市
役
所
に
届

出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

届
出
る
市
役
所
は
、
本
籍
地
や
住

居
地
で
も
、
生
ま
れ
た
所
の
市
役
所

で
も
、
都
合
の
よ
い
所
へ
届
出
で
き

ま
す
。上

田
市
に
本
籍
の
あ
る
人
は
、
出

生
届
は
一
通
、
上
田
市
に
本
籍
が
な

く
例
え
ば
丸
子
町
に
あ
る
人
は
二
通

t: えつ広報

次
の
方
々
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
よ
十
二
月
三
十
一
日
現
在
)

ーベ7)

春
原
倭
衣
さ
ん

国
分
一

中
沢
栄
作
さ
ん

常
田
二
(
北
常
国
)

小
山
南
吉
さ
ん

中
央
六
(
鍛
治
町
)

松
林
今
朝
一
郎
さ
ん

踏
入
二
(
踏
入
)

田
中
福
衛
き
ん

常
国
二
(
中
常
田
)

吉

池

賢

一

さ

ん

大

屋

笹
川
ミ
ヤ
き
ん

常
磐
城
五
(
城
北
)

上
堀

七
五

五

』
V

観
閲
す
る
石
井
市
長
(
中
央
台
上
)

-

必
要
で
す
。

き
て
、
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
で
す
が

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
は
、
子
供
さ

ん
の
将
来
の
幸
福
を
考
、
ぇ
、
ど
ん
な

出

生

名
前
に
し
た
ら
よ
い
か
ま
よ
い
ま
す
。

名
前
は
現
在
、
当
用
漢
字
、
人
名
用
漢

字
、
カ
タ
か
な
、
ひ
ら
が
な
の
中
か

ら
選
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

七。

茅
野
武
人
さ
ん

小
林
伍
一
郎
き
ん

常
磐
城
一
(
西
脇
)

田

中

伝

重

さ

ん

中

之

条

土
屋
省
三
さ
ん

緑
が
丘
二
(
緑
が
丘
北
)

高
野
仁
平
次
さ
ん

天
神
三
(
南
天
神
町
)

柳
沢
久
雄
さ
ん

中
央
五
(
上
房
山
)

小

胎

け

き

め

き

ん

福

田

松

村

美

江

子

さ

ん

中

村

池
田
喜
一
郎
さ
ん

国
分
一
(
上
堀
)

井
戸
忠
幸
さ
ん

中
央
六
(
愛
宕
町
)

中
沢
章
さ
ん

常
磐
城
二
(
新
町
)

剣
持
四
歳
さ
ん

大
手
一
(
末
広
町
)

上

野

忠

治

き

ん

川

辺

町

岩

門

七
八

六
五

五
二

八
五

を
ほ
う
ば
り
な
が
ら
、
今
年
一
年
の
健

康
を
祈
り
ま
し
た
。

よ
う
な
差
別
が
数
限
り
な
く
存
在
し

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

あ
ま
り
む
づ
か
し
い
名
前
や
お
か

し
な
名
前
に
す
る
と
、
子
供
き
ん
が

大
き
く
な
っ
て
迷
惑
し
ま
す
の
で
き

け
る
べ
き
で
す
。

届
す「んはこ
ヵ:32?なせ
ゑ75qしき
名ダ「俳(乞ご

安fZ安(2jz
たと則三 妄普
め読子木 三二
にむ」の 刀、
、そとり νノ

小う書平
学できさ

七
六

矢
ケ
崎
フ
ヨ
さ
ん

中
央
五
(
上
房
山
)

浜
村
俊
彦
き
ん

常
磐
城
三
(
諏
訪
部
)

山

越

さ

だ

さ

ん

国

分

宮
下
ヤ
ス
イ
さ
ん

常
磐
城
四
(
生
塚
)

西

川

も

よ

さ

ん

倉

升

小
宮
山
み
よ
さ
ん

常
磐
城
六
(
常
磐
町
)

宮
城
く
に
さ
ん

緑
が
丘
一
(
新
屋
)

宮
坂
陽
さ
ん

中
央
三
(
馬
場
町
)

風

間

け

ん

さ

ん

桜

台

峰
村
清
さ
ん中

央
四
(
木
町
)

長
谷
川
の
い
さ
ん

中
央
三
(
原
町
)

植
村
五
義
さ
ん

踏
入
一

六八
五七九

八七
O

七
五

三一一
八四

七
八
O

六八

泉
町

利
で
あ
り
、
人
類
す
べ
て
に
共
通
す

る
原
理
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
、
第

市民課

校
に
入
学
の
と
き
女
子
の
組
に
入
れ

ら
れ
た
り
、
市
電
の
車
掌
さ
ん
に
「
姉

さ
ん
の
定
期
券
を
使
っ
て
は
い
か
ん
」

と
し
か
ら
れ
た
り
し
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
で
は
ど
ん
な
名
前
が
良
い
の

で
し
ょ
う
か
。
一
般
的
に
は
「
読
み

や
す
い
」
「
書
き
や
す
い
」
「
言
い
や
す

い
」
こ
と
、
そ
れ
に
「
新
し
き
」

、が

あ
る
こ
と
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
次
の
文
字
は
、
形
や
響

き
が
美
し
い
の
で
使
い
た
い
文
字
で

八
九

横
山
幸
明
さ
ん

小
林
英
雄
さ
ん

藤
岡
茂
さ
ん

中
央
一
(
松
尾
町
)

青

木

太

一

さ

ん

倉

升

滝
沢
貞
子
さ
ん

材
木
町
一
(
材
木
町
)

遠

山

源

一

郎

さ

ん

長

島

横
沢
嘉
四
夫
さ
ん

中
央
二

(
材
木
町
)

山
下
み
っ
さ
ん

中
央
北
三

(新
田
)

山
辺
茂
樹
さ
ん

国
分
一

(上
堀
)

坂
田
イ
エ
さ
ん

常
国
二
(
中
常
国
)

望

月

勇

次

郎

さ

ん

染

屋

宮
崎

き

よ

さ

ん

下

室
質

問

中

あ

い

さ

ん

小

泉

西

沢

融

雄

さ

ん

上

室

賀

西
沢
今
朝
雄
き
ん
上
室
賀

諏
訪
形

L
K

円

u

e

ホ

化

エ

↑

四
六

七
二

八七
四三

八七
五

八
七

七
二七

八五
九

す
が
当
用
、
人
名
漢
字
に
な
い
の
で

使
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

鮎
、
梓
、
杏
、
沙
、
渚
、
瞳
、
芙

悠
、
梨
、
梢

最
後
に
、
双
子
の
赤
ち
ゃ
ん
で
す

が
出
生
届
は
、
赤
ち
ゃ
ん
一
人
に
つ

き
一
通
で
す
か
ら
二
通
必
要
で
す
。

ま
た
ど
ち
ら
が
上
の
子
か
に
つ
い
て

は
、
種
々
あ
る
よ
う
で
す
が
、
先
に

世
の
中
の
空
気
を
吸
っ
た
方
が
上
の

子
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

三
五

七
九

大

井

定

之

助

さ

ん

浦

野

竹

内

婦

ん

さ

ん

宮

之

上

大

塚

春

陽

さ

ん

大

日

木

上
原
潔
さ
ん
み
す
ず
台
南

神

田

こ

う

さ

ん

中

吉

田

黒
岩
け
さ
ゑ
さ
ん
下
吉
田

柴

崎

尚

さ

ん

下

郷

山

浦

斎

さ

ん

森

保

屋

野

武

さ

ん

保

野

古

平

吉

之

助

さ

ん

分

去

清

水

ト

ミ

さ

ん

奈

良

尾

水
出
勝
左
衛
門
き
ん
奈
良
尾

窪
田
ち
せ
を
さ
ん
平
井
寺

佐

藤

の

い

じ

さ

ん

十

人

竹

内

万

吉

さ

ん

上

田

原

水

野

亀

鶴

さ

ん

五

加

児

玉

波

江

さ

ん

西

前

山

山

極

要

一

郎

さ

ん

院

内

伊

藤

松

衛

さ

ん

奈

良

尾

花

岡

恒

義

さ

ん

下

本

郷

浅

川

佐

一

郎

さ

ん

下

組

ノ、ノ、
四二

五
O

七
二。八七五八七九五八

六 O 二六七八

八七八六七七七五七七九七七七六九七七六六七
O 三 四 四七三三七三四 O 五六五八一八三四九二
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昨
年
十
二
月
一
日
二
日
市
職
員
」

と
し
て
、
市
役
所
の
仕
事
を
体
験
し
て

い
た
だ
い
た
十
二
名
の
方
の
っ
ち
八
名

の
方
か
ら
、
感
想
文
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
わ
ず
か
一
日
の
市
役
所
職
員
で
し

た
が
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
、
市
役
所
の
仕

事
を
理
解
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
中

か
ら
、
今
回
は
、
中
央
北
二
丁
目
(
新

田
)
に
お
住
い
の
金
井
昌
子
さ
ん
(
主

婦
)
が
体
験
し
た
、
民
生
部
市
民
課
生

活
係
の
感
想
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

t: 

日市職員
Eヨ
Eヨ 子さん

(中央北 2) 

え

わたしの

金

i 広報

1 
井

第 3種郵便物認可

十
二
月
一
日
午
前
八
時
に
家
を
で
た

わ
た
し
の
は
ほ
に
冷
た
い
風
が
通
り
す

み
ん
な
の
.
ヘ

l
.シ

ぎ
る
。
不
安
と
期
待
で
新
入
社
員
の
心

境
よ
ろ
し
く
、
胸
の
鼓
動
が
赤
い
手
を

こ
す
る
指
先
き
に
伝
わ
っ
て
、
市
役
所

へ
の
道
を
急
い
だ
。

い
つ
も
何
気
な
く
出
入
り
し
て
い
た

市
役
所
へ
、
今
日
は
職
員
の
一
員
と
し

て
勤
務
す
る
。
白
か
ら
応
募
し
た
一
日

市
職
員
だ
け
れ
ど
、
い
よ
い
よ
今
日
と

な
る
と
孫
泊
か
な
い
。

真
新
し
い
制
服
に
身
を
包
ん
で
市
長

た
だ
一
つ
「
仕
事
上
知
り
得
た
個
人
の

秘
密
は
、
絶
対
、
他
に
も
ら
し
て
は
な

ら
な
い
」
の
一
項
だ
け
を
、
深
く
心
に

刻
み
ま
し
た
。

わ
た
し
の
職
場
は
、
民
生
部
市
民
課

生
活
係
、
初
め
て
聞
く
名
で
あ
る
。
市

民
課
と
い
え
ば
、
即
、
戸
籍
係
と
し
か

な
い
わ
た
し
の
知
識
、
ど
ん
な
仕
事
を

す
る
の
だ
ろ
う
か
:
・
:
:
。

生
活
係
と
は
、
市
民
の
消
費
生
活
、

さ
ん
か
ら
、
「
人
事
通
知
書
」
を
一
人
一

人
に
直
接
手
渡
さ
れ
た
時
、
感
動
が
か

け
め
く
り
、
来
る
時
い
だ
い
て
い
た
不

安
が
ほ
と
ん
ど
消
、
ぇ
、
「
が
ん
ば
ら
な
け

れ
ば
」
意
欲
が
も
り
も
り
わ
い
て
き
ま

し
た
。

応
接
室
で
市
長
さ
ん
、
助
役
さ
ん
の

お
話
し
の
あ
と
、
総
務
部
長
さ
ん
よ
り

就
業
規
則
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、

む
ず
か
し
く
な
か
な
か

の
み

こ
め
な
い
。

家
庭
生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
い
る
と
い

う
。
物
価
の
安
定
、
食
品
の
安
全
性
、
産

地
直
送
、
市
民
相
談
、
海
の
家
等
々
み

な
こ
の
係
の
仕
事
と
か
、
ま
た
、
冬
期

主
婦
の
最
大
関
心
事
で
あ
る
、
灯
油
の

安
定
価
格
調
査
が
「
広
報
う
、
え
だ
」
に
も

掲
載
さ
れ
た
が
こ
の
仕
事
も
生
活
係
の

仕
事
の
由
、
な
か
な
か
広
範
に
わ
た
る

仕
事
で
あ
る
。

消
費
物
資
等
監
視
員
制
度

(二
十
名

ーの

ι山弁明爪り
.へ

ーー
.、ン

16日

保存指定樹No7 (幹周3.16)
諏訪部丸山瑛ーさん所有のクヌギ

で
構
成
、
五
部
会
)
も
あ
り
、
月
一
回

調
査
結
果
を
も
ち
よ
り
検
討
す
る
と
言

う
。
す
べ
て
初
め
て
で
今
更
な
が
ら
、

自
分
の
知
識
の
狭
さ
に
恥
い
り
ま
し
た
。

「
ど
ん
な
さ
さ
い
な
事
で
も
、
秘
密

は
絶
対
守
り
ま
す
か
ら
、
気
軽
に
相
談

に
訪
れ
て
ほ
し
い
U

と
眼
を
輝
や
か
し

て
お
っ
し
ゃ
っ
た
職
員
の
方
。
そ
の
日

わ
た
し
は
、
直
接
市
民
と
の
接
触
も
な

く
、
仕
事
と
言
う
よ
り
、
今
ま
で
知
ら

な
か
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
勉
強
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
一
日
で
し
た
。

ほ
ん
の
す
こ
し
、
か
い
間
見
た
市
役

所
で
し
た
が
、
外
か
ら
見
て
い
る
市
政

と
職
員
と
し
て
み
た
市
政
の
違
い
が
、

お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
わ
か
る
思
い
で
し
た
。

市
役
所
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
の
固
さ
か
ら

職
員
の
方
々
に
抱
い
て
い
た
感
じ
も
、

す
べ
て
氷
解
し
て
、
き
わ
め
て
民
主
的

に
真
剣
に
、
わ
た
し
た
ち
市
民
の
た
め

に
努
力
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
大
勢
の

職
員
の
皆
き
ん
に
、
改
め
て
感
謝
の
気

持
を
い
だ
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
機
会
を
も
っ
と
作
っ
て
い

た
だ
き
、
一
人
で
も
多
く
の
市
民
に
体

験
し
て
ほ
し
い
と
、
強
く
感
じ
ま
し
た

午
後
五
時
、
今
朝
と
は
、
打
っ
て
変
っ

て
親
し
み
を
ま
し
、
愛
着
を
持
っ
た
市

庁
舎
に
別
れ
を
つ
げ
ま
し
た
が
、
わ
た

し
の
胸
は
言
い
知
れ
ぬ
感
動
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。

ご
寄
付
お
礼

マ
城
下
保
育
園
保
護
者
会
様
、
カ
ラ
ー

マ
ッ
ト
一
枚
、
つ
な
ひ
き
ロ

l
プ
一
本

カ
ラ
!
と
び
箱
一
台
、
城
下
保
育
園
へ

マ
山
越
完
吾
様
(
東
京
都
中
野
区
)
洗
剤

化
粧
箱
入
二
十
箱
、
社
会
福
祉
施
設
へ

マ
松
本
辰
三
様
(
梅
が
丘
)
電
気
え
ん
び

つ
け
づ
り
一
台
、
神
川
第
一
保
育
園
ヘ

マ
長
野
県
生
命
保
険
協
会
様
、
大
型
暦

龍
五
個
、
公
園
環
境
整
備
と
し
て

マ
側
信
和
様
、
二
十
万
円
、
社
会
福
祉

事
業
資
金
と
し
て

マ
一
一
説
会
様
、
漢
龍
会
様
、
十
万
円
、

社
会
福
祉
事
業
資
金
と
し
て

マ
神
川
第
二
保
育
園
保
護
者
会
様
、
大

型
人
形
芝
居
舞
台
、
神
川
第
二
保
育
園
へ

マ
松
木
茂
様
(
上
青
木
)
、
フ
ラ
ワ
ー

バ
ス
ケ
ッ
ト
、
ポ
ー
ル
ス
タ
ン
ド
、
神

川
第
二
保
育
園
へ

マ
土
屋
賢
二
様
・
荒
木
元
市
様
(
大
屋
)

子
供
用
餅
っ
き
杵
各
二
本
、
神
川
第
一

保
育
園
ヘ

マ
長
野
県
連
合
青
果
側
様
、
み
か
ん
七

十
箱
、
社
会
福
祉
施
設
へ

マ
上
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
、
白
黒

テ
レ
ビ
ロ
型
二
台
、
白
衣
十
着
、
石
ケ

ン
、
タ
オ
ル
各
十
ダ

l
ス
、
報
恩
寮
へ

マ
春
原
建
設
側
様
、
ガ
ラ
ス
戸
十
六
本

公
園
管
理
事
務
所
改
造
用
と
し
て

マ
金
田
康
敬
様
・
金
田
敏
裕
様
(
中
央

東
)
み
か
ん
十
箱
、
福
祉
施
設
へ

マ
糊
西
友
ス
ト
ア
ー
長
野
上
回
唐
様
、

六
万
四
千
二
百
三
十
四
円
、
社
会
福
祉

E
予
告
主
e
k
A
Z
L'、ーしデ
t

、1日

4時
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